
地

球

節

7
番

節
三
班

三
二

三
助

罪

出

健

六

山
ハ
'

地

震

と

東

山

Lr

地
震

は
銀
山
に
如
何
に
感
ず
る
か

大
舵
十
二
年
九
月

一
日
開
基
地
方
太
地
貫
の
際
井
戸
綾
な
し
て
居
た
者
が
突
然
上
か
ら
水
没
桶
の
落
下
に
監
い
て

見
上
げ
た
ら
非
月
側
が
故
-
し
農
ふ
な
托
地
表
の
嘉

が
釣
瓶
を
投
げ
出
し
て
逃
げ
た
事
に
鼠
か
付
き
暫
-
し
て
出
た

が
井
月
内
は
左
程
質
物
を
感
じ
な
か
っ
た
呈
.芯
ふ
事
で
あ
る
P

7
I
二
十
尺
の
井
声
で
さ
へ
左
様
で
あ
る
か
ら
ま
し

て
激
常
子
尺
の
楯
山
境
内
で
は
地
震
は
盆
-
戚
じ
㍗
芦

で
あ
ら
-
三
富
ひ
p
又
同
日
の
地
業
の
震
央
に
近
い
伊
豆
寧

島
に
も
酉
海
岸
に
p
土
肥
金
山
､
南
方
下
田
港
附
近
に
浬
轟
音
p
君
臨
､
高
根
.
緑
地
等
の
楯
山
が
在
る
が
丁
段
休

業
日
で
坑
内
に
摺
吾
人
は
無
か
つ
LJ
が
何
れ
も
坑
内
に
は
何
等
異
状
な
-
唯
高
航

糠
山
で
初
農
後
寧
時
間
よ
-
坑
内

湧
水
が
半
濁
ど
な
-
暫
-
其
状
態
を
騰
潰
し
た
許
-
で
あ
っ
LJ
事
及
烈
震
慣
域
内
の
r地
表
に
は
地
割
れ
p
地
.))
-
.

及
び
断
層
等
が
諸
所
に
認
め
ら
る
ゝ
が
随
道
は
基
坑
口
の
p地
｣,2-
及
破
壊
は
あ
つ
た
が
坑
内
の
破
壊
し
た
も
の
は
僕

に
訳
渥
進
の
谷
峨
､
中
兜
跡
の
朗
抑
p
北
伐
の
鋸
山
p
甫
鎌
谷
及
目
下
建
設
中
の
原
紙
線
峯
岡
随
進
軍
で
あ
っ
て
之



尊
は
極
め
て
浅
き
被
覆
厨
の
部
分
ー
或
は
断
層
の
附
近
寄
の
特
別
の
場
令

で
あ
っ
て
其
他
に
は
破
損
が
無
か
っ
た
ど

云
ふ
革
質
等
か
ら

7
股
に
地
震
は
坑
内
に
戚
す
る
串
は
検
め
て
微
弱
で
あ
ら
-
kj考

へ
ら
れ
て
居
る
.
そ
れ
が
果
し

て
革
質
で
あ
る
か
否
か
は
館
山
に
執
事
す
る
者
に
ど
-
て
大
切
な
串
で
あ
る
か
ら
著
者
は
此
事
に
つ
き
で
榊
か
取
調

'rf
を
し
た
か
ら
概
略
を
紹
介
し
や
-
ビ
恕
ふ
｡

二

p
地
下
震
動
の
測
定

地
震
計
の
或
る
も
の
は
地
下
十
敗
尺
或
は
よ
-
以
上
の
所
に
据
ゑ
つ
け
ら
れ
て
地
中
の
振
動
を
測

･-,叉
昔
で
欧
洲

の
中
央
が

ヘ
",
ア
観
の
タ

チ
ー
プ
ラ
ム
館
山
で
地
下
千
米
除
の
深
所
に
地
底
計

を
据
ゑ
て
測
定
し
た
が
失
敬
-
地
下

の
痕

勤
は
地
表
よ
-
遇
に
少
い
が
深
さ
に
よ
っ
て
の
相
違
は
あ
ま
-
な
か
っ
た
E
か
云
ふ
事
で
あ
る
｡

三
ー
記
録
に
宏
ほ
れ
た
る
本
邦
銀
山
の
地
震

我
が
観
の
地
震
に
関
す
る
記
蘭
は
允
恭
天
皇
の
頃
よ
-
千
五
有
年
健
も
集
め
ら
れ
て
あ
る
が
其
中
頻
山
に
開
す
る

地
震
は
極
-
近
代
の
も
の
で
､
佐
渡
年
代
記
に
桃
園
天
皇
の
貿
暦
十
二
年
(西
暦

一
七
六
二
年
)
九
月
十
五
に1
未
の
中

刻
地
震
あ
-
坑
外
は
諸
所
破
損
や
死
傷
者
も
あ
つ
た
が
銀
山
坑
内
は
別
棟
な
か
っ
た
但
し
折
々
震
動
す

る
か
ら
金
野

大
工
p
穿
子
等
が
坑
内
の
稼
ぎ
を
す
る
事
が
出
来
す
仕
事
に
芸
文

へ
た
竺
1fS.ふ
事
､
及
同
番
に
光
格
天
皇
の
孝
和
二

地

質

ミ

鉄

山

童

一一
還
蕊



地

球

節

F
容

節
三
助

三
脚

三
六

杏
(酉
暦

…
八

〇
二
%
)
十

f
月
十
五
日
佐
渡
圃
小
水
港
附
妃
に
激
震
あ
-
錬
山
地
の
粕
川
町
は
彪
々
に
山
崩
れ
が
あ

っ
た
が
話
捌
歩
数
内
(坑
内
各
所
の
事
)
は
別
催
な
-
唯
鳴
動
甚
し
-
大
工
.
水
巻
等
に
至
る
道
悪
-
逃
げ
止
-
凍
-

一
週
間
稼
行
を
休
止
し
た
三
芯
ふ
事
の
二
つ
で
あ
る
｡
刑
務
二
十
四
年
十
月
甘
八
日
濃
尾
地
方
の
大
貫
が
あ
っ
て
後

的
≠
日
の
十

一
月
十
七
日
に
美
濃
観
畑
佐
銅
山
坑
内
に
崩
壊
が
あ
っ
て
二
十
除
名
の
死
者
か･J出
し
た
が
之
れ
は
大
地

震
及
砕
農
の
T鮎
英
で
あ
ら
-
三
.芯
ほ
れ
て
居
ろ
｡

大
些

二
年
三
月
十
:LG五

胡
秋
山
順
仙
北
郡
弾
骨
相
を
震
央
ビ
し
秋
田
市
附
並
に
烈
震
が
あ
つ
た
が
基
伸
弾
骨
相
の

東
北
約
四
里
芋
の
茄
川
･%
山
で
は
坑
内
で
地
鳴
-
む
剛
き
且
っ
椅
子
に
腰
掛
け
た
る
者
が
押
ね
飛
ば
さ
る
ゝ

標
に
戚

じ
LJ
が
落
盤
は
盤
川.机･の
呼
に
軟
弱
の
部
分
の
支
杵
が
落
磐

./vJ
同
時
に
削
落
し
た
位
で
あ
っ
た
併
し
此
の
坑
内
は
平
素

も
比
陵
的
湧
水
の
多

い
所
で
あ
っ
LJ
が
激
震
後
数
時
間
し
て
か
ら
各
所
の
湧
水
漸
次
増
加
し
ま
妻
な
る
嚇
滞
坑
内
で

.

は
水
準
下
六
南
尺
の
坑
道
で
揚
水
し
き
れ
ず
岬
筒
を
有
尺
上
道
引
き
揚
げ
､
基
地
北
に
遮
水
損
を
作
-
極
力
排
水
に

努
め
漸
-
維
持
し
.
水
虫
は
平
素
の
二
楢
に
連
し
た
が
漸
次
又
淡
水
し
約
五
ケ
月
の
.後
に
l.S
水
に
接
し
た
三
石
ふ
飼

育
日
石
坑
内
で
も
同
様
で
あ
っ
た
が
串
ひ
棚
筒
の
改
構

1-f電
力
が
十
分
あ
_O
た
潜
め
に
著
し
い
損
聾
は
鯉
か
つ
LJ
｡

大
洗
十

7
年
十
二
月
八
日
夜
竿
に
長
崎
豚
島
原
に
烈
震
が
あ
つ
た
が
其
東
北
十

7
虫
の
所
に
在
る
三
地
衣
魂
で
は

地
表
は
深
夜
安
眠
を
破
る
程
度
に
激
し
-
戚
じ
た
が
坑
内
で
は
様
に
常
の
原
坑
の

1-
部
に
於
で
音
響
及
地
雷
を
戚
じ

た
位
で
あ
り
､
北
方
十
五
里
の
杵
島
衣
磯
で
は
地
表
で
は
精
強
震
を
戚
知
し
た
が
坑
内
で
は

7
向
威
せ
中
嶋
坑
内
の



l
個
所
で
三
ケ
月
許
-
湧
水
が
約

叫
剖
増
し
て
居
た
と
云
ふ
串
で
あ
る
.
又
両
方
十

一
里
の
高
島
衣
覇
で
は
地
表
-

激
震
で
あ
-
坑
内
で
も
地
鳴
-
や
地
震
を
戚
じ
採
択
場
で
は
多
少
狼
壁
の
購
落
あ
-
或
る
者
は
爆
聴
ĵJ
M
心
推
し
た
位

で
あ
っ
た
が
別
に
怪
我
も
筏
-
坑
内
湧
水
は

1
個
所
其
湧
出
位
置
を
捷

へ
た

が
其
畳
は
壁
ら
な
か
っ
た
三

石
ふ
事

で
あ
る
C
'

四
p
本
邦
以
外
の
鋭
山
地
番

外
闘
搬
出
に
於
け
ろ
地
震
の
.古
い
所
は
稚
-
分
別
し
な
い
が

一
八
七
九
年
頃
か
ら
地
震
が
あ
る
ビ
衣
坑
の
瓦
斯
爆

教
が
匙
-
易
い
･jJ
盃
ふ
事
&
.捕
出
し
之
に
共
鳴
し
た
人

も
多
-
め
-
伊
問
フ
ォ
ー
レ
ル

三

試
ふ
人
は
｢
地

農

後

親

日

問
は
基
地
農
協
域
内
で
は
瓦
斯
爆
暦
に
つ
き
注
意
を
妻
す
｣
蔓

でJiふ
規
則
を
云
ひ
出
し
p

L
九

〇
九
年

一
月
露
都
に

開
か
れ
た
気
象
大
骨
で
は

｢
地
震
に
依
-
て
爆
聴
瓦
斯
が
噴
出
す
る
か
ら
各
泉
堺
で
は
地
展
計
を
備

へ
る

が
宜
し
L

f,J
云
ふ
事

を
流
し

た

事

が
あ
る

P
又
貨
例
だ
し
て
は

一
九

〇
九
年
墨
守
西
の
南
部
オ
サ
カ
州
の
鮒
山
地
に
時
々
地
震

が
あ
つ
た
が
其
七
月
に
地
衣
で
は
激
震
を
戚
じ
た
が
坑
内
に
は
殆
ん
了
庇

じ
L+
か
つ
た
併
し
基
呼
坑
内
の
流
水
量
及

び
基
亀
鑑
の
捷
化
を
測
定
し
た
ら
初
定
及
鎗
農
の
捷
毎
に

1
割
乃
至
六
割
八
分
の
水
盤
増
加
が
数
回
既
-

返
さ
れ
温

位
も
常
時
華
氏
七
十
六
度
の
も
の
が
八
十
四
皮
迄
上
っ
た
三
警
ふ
事
で
あ
る
O
又

叫
九

二

年
に
南
米
グ
ア
テ

マ
ラ

に
火
山
地
震
が
庶
々
あ
つ
た
が
金
属
騨
山
に
は
免
除
は
無
か
っ
良
三

芯
ふ
｡

地

雷

YJ
掘

出

二
誌

三
七



地

球

節
一番

弟
三
班

1.1m
舛

三
見

併
し
鳩
山
の
地
業
は
決
し
て
危
険
な
L
だ
断
定
す
る
軍
は
出
雑
打.･い
｡

共
は

f
九

叫
〇
年
五
月
に
墨
守
簡

エ
ス
ベ

ン
ザ
楯
山
地
方
に
地
震
の
有
っ
た
陣
に
坑
迫
の
崩
壊
が
あ
っ
て
二
十
七
名
が
奥
に
閉
塞

さ
れ
た
が
串
に
救
助
さ
れ
た

ビ
云
ふ
事
が
あ
-
､
叉

7
九

〓

一年
に
北
米
ア
ラ
ス
カ
に
烈
贋
が
有

っ
た
時
ド
ー

ム
ク
リ

-
キ
館
山
の
坑
内
係
革
は

落
盤
に
打
た
れ
て
死
ん
だ
笠
'A
ふ
撃
で
あ
-
.

I
九

二
ハ
年
七
月
伊
大
利
団

シ
シ
ソ
島
烈
震
の
際
同
地
方
の
硫
黄
城

山
の
玩

内
に
稼
い
で
層
た
者
が
約
有
名
埋
め
ら
れ
た
竺
芯
ふ
軍
尊
で
あ
る
｡

五
ー
関
東
大
地
震
を
感
知
せ
る
鯨
山

昨
年
九
月
閑
5
'･大
地
震
の
際
伊
瓦
等
島
の
楯
山
に
前
述
の
標
に
何
等
異
状
が
な
か
っ
た
が
p
安
に
購

い
鶴
園
の
館

山
に
就
い
て
調

べ

た
所
に
よ
る
ビ
小
田
原
の
商
事
約
三
十
二
盟
の
天
龍
川
の
黙
谷
に
在
る
久
枚
館
山
で
は
地
衣
で
も

菅
戸
外
に
飛
び
出
す
程
の
激
賞
で
あ
っ
た
が
章
に
人
畜
家
屋
S
l被
害
は
無
か
つ
L
J宝
器
ふ
而
し
て
坑
内
で
は
見
張
所

に
あ
っ
た
掛
時
計
止
Jま
-
電
燈
旦

二
寸
位
の
振
幅
で
振
れ
鑑
に
地
質
を
戚
知
し
た
が
少
し
歌
磐
の
海

所
で
婁
孔
し
て

屑
LJ
者
に
は
パ
リ
-
1
岩
磐
の
刺
維
す
る
膏
が
聞
え
迫
卦

を
榔
げ
出
し
て
逃
げ
た
り
.或
は
食
事
の
藤

餓
管
に
描
-
下

げ
で
あ
っ
た
水
曜
が
振
動
す
る
を
認
め
地
震
を
知
っ
た
者
も
あ
つ
た
が
桝
に
よ
っ
て
は
殆
ん
で
地
震
を
戚
如
し
無
い

者
も
あ
っ
た
｡
又
北
方
約
四
十
里
の
足
尾
銅
山
で
は
地
表
の
長
屋
が
傾
き
或
は
禿
山
が
崩
れ
な
ど
L
で
可
な
-
激
L

dTPJ地
震
で
あ
っ
た
が
坑
内
で
も
地
鴫
を
開
き
歩
行
中
の
-
の
は
足
許
定
ま
ら
ず
肢
髭
を
戚
じ
た
が
多
-
の
-
切
は
坑



内
の

!
部
が
崩
れ
る
時
の
機
の
戚
じ
て
地
表
の
大
地
震
だ
戚
じ
た
嚢
は
少
t･･bか
っ
夜
桜
で
あ
る
､
併
し
足
尾
坑
内
の

湧
水
は
地
蔑
後
四
ケ
月
許
息
剛
率
の
同
時
期
の
二
倍
に
達
し
排
水
に
国
難
し
た
標
で
あ
る
｡

口
達
館
山
は
小
田
原
の

覚
北
約
五
十

山
里
に
位
し
地
盤
で
は
戸
外
に
飛
び
出
す
程
の
故
寮
で
あ
り

坑
内
で
は
基
附
鑑
の
放
感
に
よ
-
て
舶
蓮

は
あ
る
が
採
掘
跡
に
土
砂
を
発
明
し
た
歌
か
い
所
な
で
帝
に
激
L
dYTJ媛
勘
を
感
じ
強
固
の
岩
石
中
に
在
る
筑
波
で
は

基
成
し
が
甚
だ
操
覇
で
あ
-
中
に
は
鯨
石
運
搬
に
後
輩
し
或
は
歩
行
中
金
魚
感
知
し
な
か
つ
著
も
あ
つ
た
が
大
塊
地

表
に
近
い
所
は
勿
論
地
表
よ
-
千
尺
の
深
地
で
も
地
麓
を
感
じ
た
里
謡
ふ
p
併
し
基
級
別
つ
･5･き
敦
十
回
線
-
返
さ

れ
除
た
農
の
際
は
中
に
は
可
な
-
激
し
-
地
衣
で
戚
じ
死
者
も
あ
つ
た

が
坑
内
に
は

一
向
威
じ
な

か
っ
た
そ
-
で

あ
る
.｡2
相
発
北
十
里
飴
の
漸
島
儒
教
本
町
の
入
山
泉
磯
や
英
断
近
聖
職
品
濃
磯
等
で
も
坑
内
で
地
場
や
地
震
を
戚
如

し
叉
坑
内
見
張
の
掛
時
計
の
止
ま
っ
た
も
の
も
あ
っ
tj
笠
.(;ふ
罫
で
あ
る
｡
以
上
の
例
で
凝
る
や
-
に
先
般
の
地
震

で
は
坑
内
死
者
は
勿
論
負
傷
者
さ
へ
も
出
家
な
か
っ
た
が
地
髭
の
採
石
場
で
は
傍
線
蘭
鋳
境
界
の
東
山
で
数
個
朗
の

件
業
場
に
於
て
山
崩
れ
が
あ
-
八
～
九
名
の
死
者
を
出
し
た
｡

六/
tj_I;T:

:･'州

以
上
の
革
質
を
鑑
査
し
て
見
る
ビ
坑
内
は
地
震
を
戚
や
る
事
地
衣
よ
ゎ
迄
に
少
い
が
併
し
激
震
は
坑
内

l
-
二
千

尺
の
洗
所
で
も
戚
ず
る
も
の
で
あ
-
英
戚
じ
方
は
周
園
の
地
贋
や
操
掘
場
の
状
態
に
感
じ
て
不
同
で
あ
る
静
､
地
麓

地
.tl;川
.,,
郎

山

...,7:1七

三

九



地

球

節

一

怨

節
三
批

二天

田
0

の
際
坑
内
の
桐
洛
等
で
死
傷
者
を
出
す
串
は
稀
有
の
革
で
あ
る
が
融
接
暦
の
浅
い
所
や
坑
口
等
の
地
表
に
接
近
し
た

所
は
別
姓
に
よ
-
て
過
洞
口
の
閉
塞
位
は
有

-
得
る
敵
其
坑
口
の
位
置
巡
拝
に
連
窓
を
繋
す
る
事
.
地
贋
後
流
内
湧

水
の
増
加
は
数
々
起
る
現
象
で
あ
る
か
ら
排
水
設
備
を
栗
す
時
に
地
農
園
で
は
其
考
慮
を
要
す
る
部
.
及
地
震
ビ
毅

坑
瓦
斯
燃
費
の
由

係
等
で
あ
る
が
此
最
後
の
問
題
に
就
き
て
は
故
大
森
博
士
も
本
邦
の
地

震
f̂J
衣
坑
爆
登
に
囲
し
研

究
さ
れ
叉
基

1
端
を
教
表
さ
れ
た
が
年
々
の
地
質
の
回
教
と
親
杭
爆
聡
の
回
数
ビ
は
殆
ん
で
反
比
例
し
て
属
-
恐
ら

-
地
震
の
少
い
年
に
其
れ
に
伴
ふ
瓦
斯
噴
出
が
多
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
三
吉
は
れ
た
が
淡
坑
爆
敬
に
は
種
々
の
原

因
あ
-
叉
多
-
の
僚
件
の
こ典
傭
し
た
時
に
起
る
も
の
で
あ
る
か
ら
西
桂
近
し
LJ
｢
汲
坑
に
於
け
る
爆
登
瓦
斯
の
噴
出

と
地
震
の
闘
係
｣
を
調
査
す
る
方
が
革
質
に
近
き
も
の
rh:q･J捉

へ
る
事
が
出
水
や
-
か
･,J
励
ふ
此
速
は
今
後
研
究
す

べ

き
面
白
い
問
題
で
あ
ら
う
ど
思
ふ
｡
(終
り
〕


